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中部南部太平洋諸島の言語に関する

資料について

　　　　　　　　　　，n

西　野　照太郎

1．はじめに

　ここで太平洋諸島というのはオセアニア

（大洋湖）のうち，オーストラリアとニュ

・・一一 Wーランドを除く丁寧，したがってほと

んどが熱帯に属する中部，南部地平洋諸島

を指す。したがってブィリピンやインドネ

シアの島々は含まれない。一

　言語の面からいえば，いわゆる「オース

トロネシア語」もしくぼ「マラヨ．・ポリネ’

シア語」の中で，極めて限られた一その

言語の地理的分布範囲は広いが一言語群

に限定することにしたい。すなわ’ち，ここ

で資料紹介の対象とするのは，ミクロネシ’

ア諸語・メラネシア諸語，および郎リネシ

ア諸語ということになる。たとえぽ日本で

は泉井久之助博士のように，ミクロネシア

諸語を一つの範疇と認φないで，チ’vモロ

語，パラオ語などはインドネシア語派に分

類し，カロリン語，マーシャル語などはメ

ラネシア語派に分類する説もある。しか

し，本稿ではミクロネシア諸語をも，’メラ

ネシア諸語およびポリネシア諸語と対等

に，一つの独立の言語群として紹介の対象

にすることにした。

　ミクロネシア諸島，メラネシア諸島およ

びポリネシア諸島の言語は，いずれも極め

七僅かな人口の島民が母語とする多くの方

言に分かれている。．そのためにその諸島が

植民地として統治されてきた時代を通じ

て，キリスト教伝導者や例外的な外国人事

業家や行政官を除いて，それらの諸言語は

亡び行く未開野蛮な言語と考えられ，人類

学者が調査研究の手段として関心をもった

，にすぎなかった。言語学者がこれらの言語

を調査研究の対象とするに至ったのは，僅

か数十年前からのことにすぎない。植民地

主義国の統治方針としては，．統治国によっ

て強弱の程度の差はあったにしでも，いわ

ゆる同化主義的な立場からこれら‡着の諸

言語を無視し，自国の言語を島民に押しつ

ける原則をとってきた。・

　しかし，：最近ぽ一国の中でも地方の時代

といわれるように，世界的にもかつての被

圧迫民族や少数民族がもつ固有の言語文化

が見直されiその保護をはかることが人類

の文化を高めるわれわれめ使命だと考えら

れるに至った。オセアニアの島喚諸国の島

民㊧側においても，自分たちの固有の言語

こそ自分たちのアイデンティティを，確立

するものだとして重視する傾向を強あてき

ている。こうした世界的な思潮を背景とし

て，ミクロネシア諸語，メラネシア諸語，

ポリネシア諸語についても国際的な協力の

下に，言語学的な綜合調査や共同研究が盛

んになってきた。本稿はそのような動きを
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知るための参考として，ハワイ大学と三田

ストラリア国立大学において，出版されて

’V・る言語学者たちの調査研究シリーズの一

部を，簡単に紹介する盲的で執筆したもの

．である。

　しかし，その前に私は最近の国際的な言

語学的研究と対比する意図で，かつて日本層

人が個人的な関心から行ったミクロネシア

諸語の調査研究の特色を，その僅かな資料

を中心に歴史的に回顧しておくことにした

い。

．2．　日本人による研究

　私は言語学については全く知識がない

がジ私の知りえた範囲で最初にミクロネシ

ア諸語について，関心をもち，，邦文の簡単

な資料を残したのは，横浜め商人篠宮龍

太郎という人物であった。篠宮は明治30

（1897）年に当時スペイン領だったマリアナ

諸島，カロリン諸島を歴訪し視察して帰国

したが，教職にあった友人に依頼してその

見聞をまとめ，明治32．（1899）年にr最近

探検南洋事情』と題する二本を刊行した。

　同書の中で篠宮はマリアナ諸島に関する

・部分と，カロリン諸島に関する記述の中

に，それぞれ言語に関して紹介した一章を

設け，’そこに前者にはヂャモロ語）．後者に

はカロリン語のそれぞれ100余の単語と，

さらに簡単な二三会話とを仮名で表音し，

日本語の意味をつけて列挙している。私は

そのチャモロ語の分につ》・て，後に述べる

ハワイ大学刊行のChamorro－English　Dic－

tionaryによって調べてみたが，ほぼその

訳語は正確であることを知らた。もちろ

ん，それは決して言語学的な資料とはいえ「

ないけれども，・日本人によるミクロネシア

諸語の最初の紹介者として，・篠宮は歴史的．幽

に記録さるべき人物だといえよう。

　しかし，言語学的な評価の点からもっと

重視すべき謎謎語の文献は，神戸の人であ

る田中鎮彦が自費出版したr中部加羅林島

語案内』であろう。これは大正10（1921）

年に神戸で刊行され，発改元、は宝建都（東・

京・大阪・神戸）となっているが，「自序」

、の前に大正4（1915）年6月付，海軍次官

鈴木貫太郎の早川鐵治宛書簡と，大正7

（1918）年7月23日に神戸で著者と南洋貿易

会社員亀山氏を前列中央に，南洋観光団と

して来日したトラ↓ク島民7名が∫記念撮

影した写真一葉とが掲載きれている。

　鈴木貫太郎の書簡は，「面目得御送付候

田中鎮彦氏ノ調査二係ル中部カロリン島語

案内ハ南洋群島官憲ノ執務上多大ノ便益可

有之ト西出二幅早速同官憲へ回附忌寸候条

田中氏ヘハ貴殿ヨリ可然謝辞御伝致ヲ得度

……vという内容である。早川鐵治は著者

の先輩で当時の憲政会院内総務だが，田中

はミクTirネシア諸島が日本海軍の占領下に

置かれたので，統治上の一一一・・助になればと本

書の原形となった1冊を，早川を介して海

軍大臣に提出したρであった。鈴木貫太郎

次官の書簡はそれに対する礼状なのであ

る。

　そこで田中の大正9年11月に書かれた

「自序」からその最後の部分を引用してお．

く。

　「本書ぽ元来之を上梓するの意志があ

ったのではなく：最初一本を海軍当局に提

出せるのみにて爾来六年原稿は空しく筐

底に放棄せられた儘であったが……頃目

南洋事業に関係せる某氏と会見の丁目偶

々此事に迫びたるに某氏は加虐の書は仮

令需用者多からざる迄も亦容易に他に求

むべからざるがゆへ公刊して之を該方面

の事業に手を染め居る人及染めんとする
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人々の便に供することは官憲の為にする

よりも遙にデモク．ラチックの遣b．i7では一

あるまいかと熱心に勧説を受けたるに端

を発し性来の好事癖と相侯って　に若干

を渓澗頒布することXしたのである」。

　　田中は自序によれ1朝治23（1890）年6

　月小笠原に渡り，半年後にマリアナ諸島，

　カロリン諸島に渡り（「トラヅク島セピ日本

　人最初の足跡を印し」），その後はトラック．

　島を拠点に前後．7年間，南はビスヤルタ諸

　島にま℃「貿易開墾等の調査」に従事した

　人物である。そして「我々同胞が過去に於

　て血と汗の値を託け’」たミクロネシア諸島

　が目本の統治下に入ったので，「私として

　は多少あ責務を尽す機会を捉えた」：気持か

．ち，「果して之が官憲の為何程の便宜とな

　つたか否かは量り難けれど」中部カロリン

　，島語案内を急遽書き綴って海軍当局に提串

　したのだという。　　　’　　t’t

　　本書の裏表紙には英文で“ACaroline－

　Japanese　Glossary”　edited　by　Morihiko

　Tanaka．　The　First　President　of　’the　Ja－

　panese　Residents’　Association　of　Truk

　と印刷されている。（な：おPresidentは誤

　植でPrepid『ntとなっており，その第一

　頁上段には別の英文タイトルがThe　AI－

　phabetical　Caroline　’（Truk）　）apanese

　と書かれ・また田中の肩書も　The　Eirst

　Direbtor　of　Japanese　Society　Ttukと変

　っている）。．

　　つまり本書は縦書き70頁が中部カロiLJソ

　「一語案内で，単語，島語に関する定則，会

　話，渡航者ゐ心得という4章に分れ，裏か

　ち30頁が横書きロ，一マ字表音のカロリン語

　『の単語に，目本語の意昧をつけた部分で構

L成されてvlる。「中部カロリン露語」とい

　’う蓮由にヒ）いぞ田中は，「本書掲ぐるとこ’

ろの島語は中部カロリン，トラック列島語

にして……其人ロに於てカロリン群島中最

多数と称せられホール，ボロアド，モート

ロック諸島に至る迄本語の通用圏内に包括

せらるXのみならず其位置群島の中央部に

位するを以て東西カロリンに比較的多くの

共通語を有し之を代表的カロリン島語と称ヒ

する又敢て不可ならんか」と述べている6

〈不可は可の誤りであろら）

　田中によればトラッグ島から日本に引揚

げたのは明治30年だという。ここで前記

『最近探検南洋事情』の中で，篠宮がトラ

ック島には12～13人の日本入が，日本人会

を組織して結束していたと書いていたのが

思い出される。田中がThe　First　Presi一・

dent　of　the　Japanese　Residents’　Associ－

ation．あるいはThe　First　Director　of

Japanese　Society　Truk　と書いているの

は，彼がそのトラック島日本人会の初代会

．長だったからだと思われる。

　ところで，田中は南洋群島の海軍官憲に

カロリン語入門書を提供したが，．日本政府

当局ほ志賀重昂が大正7（1918）年4月に書

いた『南洋占領諸島の処理』で勧告したよ

うに，’ミクロネシア諸島民の教育のため

　「教師を増発し，唯是れ日本語の普及を計

る」同化政策を実行に移し，ミクロネシア

諸語を日本人が調査研究するという側面

は，全く問題とされなかった。そみために

、日本の学界においてもミクロネシア語の研

究は全く無視されていた。わずかに柳田国

男の実弟でアカデミズムの枠外にいた松岡

静雄（1878～1936）が，太平洋戦争前の凝

血における代表的なミクロネシア言語学者

といえる。

　・松岡は海軍軍人となりオ7ズトリア駐在

弐官などを勤めて，ドイツ語や英語に堪能

であったが，ee一一次世界夫戦のさし・（大正
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r3年10月），連合陸戦隊を指揮してカロリ

ン群島に上陸した。翌年病をえて帰朝した

：がその頃からミクロネシアの言語に強い関

．心をもつに至った。大正7年海軍大佐を最

後に願い出て退官し，その後は自由な巷の

学者としてミクロネシア諸語の研究を続け

’た。

　松岡は昭和2（1929）年に刊行したrミク

¶ロネシア民族誌』（岡書院）の中で，　ミク

ロネシア諸語研究について次のように書い

”ている。

　　「諸民族の言語を記録して永久に伝へ

ることは学術上極めて重大なる意義があ

るg其故に現に朝鮮語，アイヌ語，沖縄

語の研究が勃興し，台湾蛮語の多くは年

来巨額：の経i費を重出して採集せられてい

るのであるが，ミクロネシア諸語のみに

今日まで言語学半間の問題とせられて居

：なかった。新附の民なるが故に継子扱せ

、ちれるめは甚だ悲しむべきことであるの

で，私は不完全ながらrチャモロ語の研

究』，一篇を世間に発表し，尚緯康が許す

ならば他の諸語にも指を早手たいと考え

て居る……。」

　その『チャモ詩語の研究』（郷土研究社

．ユ52頁）が出たのは大正15（1926）年，すで

・に健康を害して鵠沼に隠棲していた時であ

った6彼はチャモロ語を研究する理由を同

書の中で次のように書いている。

’「（2千人をこえない目本四治下のチャ

モロ人は）やがては新来の内地人，沖縄

人等と混血，同化するか，然らざれば自

滅するの外はないのである。津めて今の

うちに此特異な民：族の言語，風習を記録

しで置きたいといふのが我等の切なる希

望である」

　その後松岡はミクロネシア諸語の研究成．

果を，次のように順次刊行していった。

昭和．3年9月

昭和4年6月

昭和5年3月

昭和5年10月

昭和6年8月

「中央カロリン語の研究」

郷土研究社　264頁

「マーシャル語の研究」

郷土研究社　267頁

「パラウ語の研究」

郷土研究社　363頁

「ポナペ語の研究」・

郷土研究社　265頁

「ヤップ語の研究」

郷土研究社　240頁・

昭和10年3月「ミクロネシア語の綜合研究」

　　　　　　発行人池田仲一　565頁

　この最後の「ミクロネシア語の綜合研究」

の序文の中で，松岡は自己の研究目的を次

のように書いている。　、　　　　、

　　「私の研究の目的は決して島民語の普

及若くは発達を企図する為ではなく，

　『中央カロリン語の研究』の序文にも述

，べた主うに，島民の幸福は寧ろ一日も早

く伝来の言語習俗を忘れて日本民族に融

合することにあるのであるから，尋常の

文典又は会話篇を縮集することは大局か

らいえぽ無用の業に属すと信ずるのであ

るが，共の未だ亡びざるに先立ち島民語

の系統，本質，特色等を詳にして置くこ

とは，一般言語学上少からぬ貢献である

のみならず，之1こよってこの島民の種

別，分布状態，周囲民族から受けた影響

が判然とあらはれ；民族学的にも得る所

が多いと信ずるのである」
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　松岡がこのミクロネシア語の綜合研究の

ために払った努力は，日本人による三一ス

トロネシア語の調査研究の中では，極めて

特異な性格のものであった。その第一は彼

自身が病弱であったせいもあるが，専ら諸

外国の学者の調査研究成果を収集して，現

地の住民が実際に使用している言語とは無

関係に，机上でその学者たちの説を整理分

類する形で，自己の研究を集積していbた

こ≧である。そして第二はミクロネシア人

の間に文字がなかったたや，欧米人による

ローマ字の表音が行なわれてきたが，松岡

はアルファベットはまだ，ミクロネシア文字

となっていない，と考えて次のようなカナ

文字表音を主張し，彼の著書はそれを実践

していたことである。

　「ミクロネシアの語音も後述の如く頗

る国語に類するものがあるから，’若し此

民衆の為に新に文字を設定するとせぽ，

我カナと原則を同じうするものなること

を要し，即今字を使いで之を表記するに

当りても，　カナを用ひることが，「少く

とも我々日本人に取ってぽ最も便利であ

り且適切である。それ故に本書に於ては

断然カナを以て転写することにした…

一一’
盾

　松岡のミクロネシア語研究の第三の特異

性は，「ミクロネシア語の綜合研究」の一

種の副題として，括孤づきで示されている

（国語に及ぼしたる南方語の影響）を，明

らかにしょうとした立場に求められる。同

書の「附録」として521～553頁に掲げられ

たこの副題と同じ題の一文は，そう『した松

岡の立場を知るのに役立つものといえる。

しかし，ここでは「二上の中からその主旨

を引用しておくごとにしたい。

K

　　「大なる注意を要するのは国語との関i

係で，上掲諸語就中『マーシャル語の研

究』中に指摘したように，此等の民族語・

≧国語との間に偶合以上の本質的親縁を・

発見するのであるが，……同一言語を用

ひた民衆が長U・長い高月の間に四方に分

散し，到所に於て先住民又は後日の渡来

者の言語と融合して各自独得の言語を構．

成したものと推断せざるを得ない。国語

．が大体に於てウラルアルタイ語系に属し

ながら，大なる異色を有することは，世

界の言語学者の不可解とする所で，1南方

系の混入の結果であろうとは推測せられ

て居るカ㍉尚その転入の経路，変遷の様

式等について考察を加へたるのがない」

　昭和18（1943）年に岩波書店から再刻出，

版された松岡の，「ミクロネジア民族誌」

に，掲載されている清野謙次の「南洋研究一

の先覚者松岡静雄大佐を偲ぶ」の中で，清

野は次のように指摘している。

　「南洋の習俗と言語に精通した人には．

誰でも日本の習俗特に古俗と共通せる点

が勘なく無いのに気附く。松岡さんも勿

論これに無付いた所ではない。其超凡の

精力を発揮して古典研究へと突進せられ

た。これは不言Q間に両兄の感化を受げ

たのでは無いかと思ふ。すなわち亡井上

通泰氏は国学学上から，柳田国男氏は郷

土民俗上から古典へと入り込んで居られ．

るが，松岡さんから云ふと南洋的見地か

らの解釈が乏しく，自分でやって見度く

なったのであろう」

　しかし，松岡は次のような警告を発する

ことも忘れなかった6
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　　「……音韻変化の法則を無視し，部分

的の類似に零って濫に語原を推定し，軽

々に人種移動の証左とするが如きは，世

を惑はすとと甚しきものは言はねばなら

ぬq……筍も其々の言語について精細な

る研究を逐げ，其体系と構造とを明らか

，にするに於そは，同一一Pt族の間には必ず

同系の言語が用いられたという結論に達

するであろう。要するに我々の慎まねば

ならぬのに皮相浅薄なる比較で，言語の

本質的対比は人種移動関係を明にする唯

一の鍵鍮であらねばならぬ」

　松岡の著書については論ずべきことが多

いが，本稿ではこの辺で次の資料に移りた

い。

　次に，昭和8〈1933）年18月に奈良の宮

武正道という青年が，自費で心良版刷りの

「ミクロネシア群島パラオの土俗と島語デ

キス．ト」と題する127頁の資料を出してい

る。著者はそのrはしがき」の冒頭に次の

ように記している。

　「本書は我が南洋パラオ’島コロールの

温品長め子息で，天理教本部に留学の為

に来ていたNgiraked（通線エラケツ）

君より，採集した資料をまとめたもので

ある。本書の日本文は昨年『パラオ島ゐ

伝説と民謡』と題して，奈良郊外あやめ

池東洋民俗博物館より出版したものに，

改訂をほどこし新に数篤をヵロえ．，余り重

要と思われぬもの数篇は之を削除した」

　「エラケツ君を尋ねパラオ語で色々な

話をして貰い，之をローマ字で書き取

り・後からその単語に目本語訳をつけて

もらって，家に帰ってから『パラウ語研

究』と首引きで色々調べて見るのであっ

　た。その結果廿年前のパラオ語と現代の

　’パラオ語との間に，かなりな音変化が行

　なわれてるる事を知った。その後S．

　Walleser：Palau　VVOrterbuchを取寄

　せて調べて見たが，W師の写音せるもの

　はエラケツ君の発音と相異はあるが，エ

　ラケツ君はW師の書いたパラオ語は了解

　する事で出来るのみならず，之が最もき

　れいなパラオ三三と称讃するに反し，W

　師の著書に掲げられたパラオ語を仮名に

　書き変えたに過ぎない松岡氏の著書に，

　出て来るパラオ文をエラケツ君が読み渋

　ると言ふ現象を見て，急に音声学に興味：

　を起し」た。

　音声学の基礎を勉強・してエラケツ君に話

してもらったパラオ語を改めて筆記し直し

た。しかし，宮武は「最初はパラオの言語

を研究するつもりでいたものが，’何時の間

にやら話の方に興味をひかれ出し，・…∴最

初の目的であった言語研究が姿を隠し，最

悪な方法を取る土俗趣味家に随落してしま

った」と述懐している。

　宮武の著書は「上篇一神話，伝説，童話

の部，民謡の部，雑の部一」（7～60頁）

と，「下篇一パラオ語テキストの部，パラ

オ語一日本語彙，分類パラオ語，パラオ語

会話一」（61～125頁）に分かれている。

　もう一度rはしがき」からその終りの部

分を引用しておきたい。
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　「私の目的とする所は将に亡びんとす

る南洋群島の土語を，出来る丈け機会を

捉えて之を採集し将来に残すと同時に，

之を言語学的に研究して見ようとするに

あるのである。……私が此の世の光を見

てからまだ21箇年しかたXず，オースト

ロネシア系の言語研究を思いついてから

’僅に3年足らずで，未だ謂所一夜づくり

j
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の研究家の諦pを免かμないのであるか1

：ら，・・…・・きぞ朱笑を禁じ得ない様な誤り

がある事と思うが，．之は先覚諸学者の御

．教示にあっかり改めたいと切望してい

るtt。」・t　．t　層　／　．・　’　．ン

　ここに無名の青年宮武の著書を紹介する

埋由は，太平洋戦争以前の日本にもこの種

’の埋もれた言語研三家が，ほかにも居たに

相異ないと考えるためである。そして先に

引用した宮武ゐ言葉の中の松岡静雄の「パ

ラウ語の研究」批判は，確かに松岡のミク

’Pネシア語研究方法がもっていた弱点一直

接ミクロネシア人の言語に接せず，欧文資

料を収集して机上で研究し，‘マーマ字によ

らず仮名でミクロネシア語を表音した点一

をついたものとして評価すべき正しさを含

んでいるといえる。、

　以上で1日本におけるミ』クロネシア語に

関する研究資料の紹介を終る。、そして甚だ

勝手ながら，し最近における日本人の．ミクゴ

ネシア語，メラネシア語，ポリネシア語に

関する研究成果の紹介は，省略させて欲し

払と思う。・私がその分野の研究について無．

．知だからであるが，同時に，日本人のこの

分野での言語研究のほとんどが，日本語め

源流を摸聾するという問題意識から串発す

る傾向にあり，’客観的な言語学的研究の道

からはずれている，という印象をうけるか

らでもある。

3．ハワイ大学のPA］LIて三二洋

　　アジア言語学研究所）の資料・

　　アメリカは1898年末かちグアムを領有し

　てきたが，チャモロ語の研究は余り行なわ

＿漁かった。雑誌諏（をれ纏かだカミ〉、

　’を別とすれば∴1909年忌刊行された“The

．Chamorro　・lahgqa’№?f　of　Guam’”　（by　Wi一

11ia血E．　Safford．　Washington　D．C．，W．耳．

Lowdermilk　and　Co．）と；1918年に出た

’）‘Dictionary　and　GraMmer　of　the　Cha一　・

morro・1anguage　of　the　Island　of　Gua皿”‘

（by　Edward　R．　von　Pfeissig．　Washing－

ton　D．C．　G6vernmeht　Printing　O伍ce）

くらいしか，チャモロ語に関する太平洋戦

争前の研究成果は出なかったようである。

　アメリカにおけるミクロネシア語，ポリ

ネシア語，およびメラ’ネシア語の研究が盛

んになったのぽ，ハワイ大学に「太平洋ア

ジア言語学研究所」．Paci丘。　and　Asia：Lin一
，1

№浮奄唐狽奄モ刀@Institute（略してPALI）が開設

されてからのようである。もちろん，ハワ

イ諸島の原住果はポリネシナ人であったか

ら，ポリネシア語の一方言であるハワイ語

の調査研究は，19世紀の中頃から行われて

バワイ語英語辞典なども編さんされてい

た。PALIめ仕事は〉・ワイ語以外の諸言語

についてi組織的な調査研究を進めてその．

』成果を刊行することである。

　PALIの出版物は“Oceanic　Linguistics

Special　Publicatiops”、と，“PALI　Lan－

guage　Texts”め2つのシリーズに分かれ

．ている』 Bt

　’Oce’anic　Linguistics　Sp6cia！　Publica－

tionsは1965年から刊行されたが，’・その多

　く．ぽハフイにおける英語くこのシリーズ

No．9はJapane6e　Pidgin　English　in

Hawaii．　i著者はl　N’agara）や，フィリピン

ゐ諸言語を対象としている。このシリーズ

のNo．14はReine6keという著者の“A

bibliography　of　Pidgin　and　Creole　lan－

gttages”（1975年）であるが，アジアやオ

kアニア1ﾉは多くめζジγ語やクレオー・レ

語るミ存在している。この種の言語は日本で

はほとんど研究されて、鱒’Qミ・、オニスト

　ラリ’ア国立大学では．ハウイ大学以上に，ζ
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．マ）種Q一言語の調査研究が蜷んで第るため，

　次の節でその点について簡単に言及するこ

　．とにしたい。．「

　　PA；LI　Language　Textsのぼあいも！．フ

　ィリピンの諸言語に関する資料が最：も多

　く」．中国語，．日．本語，ベトナム語に関する．

　ものも刊行されているが，ここではこれら

　の諸言語に関する資料については紹介を省

略する・．．ζこで織したい鱒ミ．クロネ．シ

．ア諸語，．ポリ．ネシア諸語1メラ．ネシア語に

　関するシリー客に限定したい。最初はミク

　ロネシ．ア諸語に関するもめ，’すなわち，

　pALI　Lariguage　／Texts：MicrQnesiq．に属

　するものである。それをさ励こ、「文法シ病

　一ズ⊥「辞典営リーズ」ζ分けて刊年取に

　列挙．しておきたい。’

　　Bqnder，　’Byron’　W．　“Spokeri．・　MarshaT

　　　llese：　an　lntensiVe，la．nguage　course

　　’　with　grammatical　notes　and　glossary”

　i・／1969　463pp・

　1・Toppingl’Donald．　M．　with　the　assis一・，

　　　．tance　of　Pedro　Ogo　‘‘Spoken　Cha二

　　　morro？　1969．653pp・

　　Topping，　Donald’　M．　・“Chapaotro．　Re一

　　　．fereri6e　Grammer’・’　1973　296pp．

　　Josephs，　Lewis　S．’　“Palauan　Refe；ence

　　　Gra血mer”．1975450pp．、．

　　Lee，　Kee－Dong，　“Kusaiean　Refefence

　　　GraMmer”　1975　’554pp．

　　Sbhn，’　Ho一；nin　・　“Wdleaian　，　．Reference

　　　GraMmer”　’1975　336pp．

　　耳arrisop，　Sheldon．P．‘FMokilels＄’Re一．

　　　．fg．r，en’c’　g　，GramMer’1　，1976　400pp．　“’

　　Jensep，　Thayer，　“Yapese一　Reference

　　　Grarpmer’”　1977　512pp．

　　次に．「辞典シリ・・一一ズ」を列挙しセおこう』

　　Topping，　Donald　M．，　Og6，　？edrO　M．

　　　．＆　Dungca，　Bernadita　・C．　“Chammo－
t

　　ro－English・　Dlctionaty”　’1．975　368pp．　．

　・、Lee，・K：ee－d6ng‘‘Kusaiea耳二三nglish；Dic．．

　　、tion琴rゾ11976　330pp．

　Abo，Takqji．，　Bender，　Byron　W．，　Ca“　，

　　・　pelle，　Alfred　＆　Debrum，　Tony　“Ma一

　　，rShalle＄e－English　P　ictionary”　’1976’

　　600pp，
．’ lcMqhus，・　Fr．，　Edwin　G；　“Palauan－

　　English　Dictionary”　edite，d’　anq　exL．，’

　　panded　’by　Lewis　S．　JosePhs，　with

　　assis．tanc6　’，　of　Mas4－Aki　．／　Emesiochel．

　　1976　512Pp．，’　．　．・r

　Sohn，　Ho－min，’　．＆　Tawerilmapg，　Anr

　　．thony　F．　‘EWoleaian－English　DictiQ－

　　nqry’7一　1976　384pp．

　．　Hatrison3　Sheldon　P．　＆　Albert，’　Salich

　　“Mokilese－English　’Dictionary7’　’　1977

　　192pp．

　：私にごり全部に目を通したわけではない

けれども．，この　PALI　Langitage　TextS

に見られる特色の一つを，Chamorrd－Eh－

gli＄h　PictionaWの「序文」炉ら指摘した

・し・・o　　．’　　　　、噛

　「．「子供たちに英語とならんでチ．ヤ．モ怠

1語の読み書きをも，教える責任をもって圏

．欲．しいという．学稼に対する希望が，チ．牽．

モロ．lの親たちの蘭に次第に高まってい

る，という事実を示す強い証拠がある」．

　「幼稚園に通う，グ．アムの子供たちの多く

・ぽ・琴議し力聯の罐カミでぎ．なくな

つ℃いる。：．もしこの傾向が続くならば今　　一’

街温めうちに，．チ・和語はダアム

人によって話されなくなってしまう，．と

いう極あて強小可能性がある」．

チャモ＃人の親たちはチャモロ諦力1乱読

するのを．恐れているわけだが，それはアメ．
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V．カがと．つ聴た同化三冠への抗議と

もいμ・そして現にグアムにおいては

．Guamaロian（グアム入）としてのアイデ

ンティテ．Cを確立するには，、チャ．モロ語の

普及が必要であり，そのためにはチ：t’モロ’

語のローマ字表記方法の改善が必要だ，と

．する運動が程っているという。・・、

　これはかって松岡がチャモロ語一一回れ

はサイパンなどグアム以外のば1あ’いだが

s．v一を，．亡び去る運命にある言語だと考え．

たう宜で，．「せめて今のうち1こ此特異な民「

族の言語，風習を記録して置きたい」とい

』う立場で，調査研究した当時とは全く違っ

．螺境になつr．V・るピとを示レている6か

所て日本炉委任統治下に置き，太平洋戦争

’、後アメリカの信託統治下にあるミクロネシ

儲島でも・1ig8・年に予定され砺託雛

協定終了後部ヒは，自治政府をもつことにな

，って至る。そうすれば「国語」をどうする

かとヤ’うことについセ＄，’すでに島民自ら・

決定しなければな．らない段階に来ている。

．．PALI　Language－Texts：Polyne母a、す、

なわち’ポリネシア語シリーズは；私の知っ・

ている簿囲ではまだ次のβ冊しか出ていな

い6、’

ShumwaY，　Erlc　C．　‘flnte．nsive　Cgurse

　　’in　Torigan”　1971　671pp．

　Carrbll，，Vern　＆　Souliks　Tobias　“Nu一

　　’kuoro　Lexicon”　1973　850pp．

　’　Lieber，　Miqhael　D．・＆　Dikepa，　Kalio’．

　　H．D．．“Kapingamarangi　Lexicon”

　　1973　3．84pp．，　’　，

　このうち，ヌクオロ島とカピンガマラン’

ギ島は，ポリ’ネシア系に属する島民が住ん・

ではいるけれども，この二つの島は実際に

はミクロネシア諸島に近く，ポナペ行等等：

フ～中に包含されて∫アメリカめ信託統治下にr

ある。・そして，1このNukuoro　Lexicohの

「序文」‘には次のような言葉がある。

　　「このレキシコンはヌクオロ島の人々

が，辞書編さんの慣行を確立し；また三

章炉スクォ遍照のスペリ著グを標準化す

『るのを助け，鼠講でよりうまく自己表現

‘するのを学ばせるために，使用すること

を目的としたものである。さらにまた，

．．ポリネシア諸語間の関係に右心をもつ晶

晶たちの利用に供するためでもある。」

　したがって，ミクロネシア語を使用する

島々の間にあってもポリネシア語の一方

言であるヌクオロ語が，消滅しないζとを

．願いながらNukuoro　Lexiconが編集ざ

れ・．Fil行されたこと渉判明する・しかし，

トンガ語以外の南半球のポリネシア諸語に

ついては，まだ調査研究の成果は刊行され．’

・ていない。

　Language　Texts：Melangsiaのばあい

には・．まti’llkの一冊が刊行されている斧げ’

・らしい。

　Schutz）　Albert．　＆．　Komaitai，　Rusiate」

　　’　T．　“SPoken　Fijian”　1971．

　PA：LIとしてほハワイ島の立地条件から

いって｝アジアの諸言語を優先的に調査研．

究の対象どし，、次にアメリカの信託統治下

にある諸島の言語を重視する，という実際

的な配慮による影響をうけざるをえないの

であろう。私とし℃はパワイ語との関連か

らいっても，赤道以南のポリネシア諸語の

Language　Texts・が｝一日も早くジリーズ

として刊行されることを切望してやまな

い・し
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．4．．オ」ストラリア国立大学の

　Pacific　Linguistics関係

　．資料について

　キャンベラにあるオーストラリア国立大

学のRes6arch　School．of　Pacific　Studies

の言語学部門は，1960年代に．入ってから

Pacific　Linguisticsという総称の下に，多

くの調査研究成果をシリーズの形で刊行し

ている。　　　ttし

　オーストラリ・アは国内に多くの言語に分

かれたアボリジジ（Ab6rigina1，　AborigL

neseとよぶが，』元来aboriginesは土着の

原住民を意味する名詞）を抱えており，ま

た，北方に近接したパプァ・ニュー二三ブ

を統治してきた。したがって，それらの住

民の諸言語に関する調査研究は早くから，1

二部の人たちによって散発的に行なわれて．

きた。しかし，組織的にそれらの諸言語の

調査研究が計画され，その成果がシリ・一ズ

の形で刊行され蓄積されて，・内外の研究者

め利用に供されるに至ったのは，このPa∴

ci丘。　Linguisticsのシリーズが刊行される

に至ってからのことである。本稿ではアボ

リジンφ諸言語に関する資料は紹介の対象

としない。

　‘また，Pacific　Linguisticsにセよ，ブイリ

ピン・ベトナムをはじめ・東南アジアの諸

言語に関する研究成果も含まれているが，

本稿ではそれらの資料についても紹介を省

略して，専らパプア・ニュ・t一ギニアの諸言

語．（その種類はきわめて多く，メラネシア

語系とそうでない諸言語に分かれている），

メラネシア諸語，ポリネシア諸語，ミクロ

ネシア諸語に関する資料のみを概観するこ

とにする。

　Paci丘。　Linguisticsは次の4つのシリL

ズに分ガ・れている。・

　Series　A－Occasional　Papers（当館所

　　　　　　、蔵は．No・46まで，ただし』

　　　　　　No．・33とNo．45は未刊）

　Series　B－Mono窪raphs（当館所蔵はこ

　　　　　　れもN6．46まで，46冊）

　Series　C－Books（当館所蔵ぽNo．50

　’、　．、・まで，たSl’し，　No．ユ2，、No．．

　　　　　　37，No．39，．No．40および

　　　　　　No．44～49までの10冊は未

　　　　　　刊）・

　Series　DLSpecial　Publications（当館

　　　　　　所蔵はNo・27ttまで，1たx・「

　　　　　　し，No．11，　No．13～20，

　　　　　　No．22の10冊は未刊）

　このように当館所蔵は合計147冊1こ及ん

でいるが，この中には24冊の本稿対象外の

資料が含まれている。

　まずシリーズ合についてみれば，5種類

のP．apers　in……Lingtiisticsが大部分で

　　　　　　　　　　　りある6：他は．「オーストラリアのアボリジン：

同化における言語の役割に関する若干の考

察，Some　remarks　on　the　role　of’ 撃狽奄氏|

guage　in　the　assimilation　of　Australiani

aboriginesが第1号（1963），「不慣れな言

・語学的弓調査者の扱い方」Handling　un－

sophisticated　linguistic　informants　一計ミ鎗

2号（1964）など，初期に出たパンフレット

・程度の方法論的なものである。PaPers，ih－

・Australianエオnguistics，　Pap♀rs　ill　Phili一

茎）pine　Ling廿istics，　Papers　in　South　East

Asian　Linguistics，　t　t：Papers　in　Borneo

Linguisticsを除外して，　Papers　in　N6w

Guinea　Liriguisticsから紹介1．．よう。’「

　最初に掲げる番号は刊行番号である。

・N・・．3　Pe・b・・A・・∫耳P・ib1…」・・』＆

　　others－Papers　ill　New　Guinea　Lin一．

　　guistics　No．11964，　iv十42PP．（4短：

　　．高論文集）
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，　INx6i　4　．Wulm，　＄．A．一Pqpgrs　in　New　，Gui一　1　一　No．　26　’　Blowerg．，　B．L．，　IDY［．　Griffin　＆一K．A．　．

　　　・・ζ恥g・i・ti…IN・・2・96廼＋4・．．一MgElh・ゆ一P・p・・S．i・N・w　G・i・・a’

　　　．pp・　1　map（Wurmの2論文）、　　　　　　Linguis亡ic『．　No’．．13『1970　iv十48pp．

N・・1　5．H⑳・P・M・Tp・P・・s・　・i・N・w．　』1（3人備蝶）tt．．tt　・

　　　Guine4　Linguistics．．　Ng．’3　1965　iy＋　，　NQ．　28　Putton，一T．，　C．L．　Voo’rhoere．＆

　　　53PP・βtables（H『aleyの2論文）．．　．・∫S・A・．．Wurm－Papers　iq’　New』Guinea．

Ng・6．Bee，・D蜘・一P・pers　i・N・w幽・． A．． CLi・g・iS・i・・N…4・97・．Yi＋・72Pp・・

　　　．G・i・e・’　Li・g・1・・i・・’Ng・．4・96S．　i・＋．．．．8ma・S（’3人㊧論文集）．・．，

　　　5吊・P・（B・9の．2敵）・　．．　』・］＞lo，L．3・毛・鵬R・K・s・c・L6wi・＆、6・h一
．’ yENho．’　／7　Frantz，　C．1：，　M．E．，　Frants　＆’　’　，　”ers一’P’apers　ih　New　Guinea’Lipgu’i’一

　　　．9七h・・＄rN・wG・i・・a　Li4gUi・ti・・N・．’．、．・ti・・瓦d．151972。＋6gPP．．（論支集）’

環慮∵3P喚岬｝6第．1．ざ嚇琳i謙灘：
：N飯乎；McElhan・P？K・今・．＆（｝，・，　Ren『k　．．　．ユ61972　，iii＋46pp．（2人の論文集）

　　　一ρ・plrs　i・，　N・wG蜘tl・99i・・1・・．・N・138耳・1・k・e・h・，　K・G・＆．D・エPh卜

　　　、Nq・．6「19671・＋48PP・（2人の論文）．．．　’．・11ip・一Lp・p…．i・N・w　G・i・・a．　Lin一．

No．　13　G．oddard，，’　IJ．1’　＆．K．J．・　Eranklinr’　’　’一　一　guistics，　Noi　17　1973　iii＋78pp・　，（2　’

　　　P・p・・si・N・wg蝉＃・gμi6・玉6・．…入の論蝶）

　　　1．Ng・．．71967鋤＋59やP・〈2人の論文）、、．N・・46　c・P・ad・・R・l　w・D・・．＆・・h・・r

．．INo．116”VoorhogY．．e，　C．L：，　K．J，一F．ra4klin’，，　．　LPapdrs　iri，　New　Guinea　Linguistics

　　　、解・Sρgtt7ρζP6・r、’姻9唾qゆra．．．．．．N・48．・．975．il・±102PP・・r．tn・⇒・ぐ論

　　　μ嘩・i・S「寅α．8、19684叶62P亭・．②、　「蝶）・

　　．．tp・P・（3Aゐ論文集）．一．．、．．／tt．舜のゆに短かV・融を・・翻諏録

騨q一ユ陥P・11・A．・・．A耳・41・y＆0・b・・☆・！レ貿・pers　ip・New・G・ln・a　Li・gui・・ics

　　　＝Pφ・r・：．i・N・平G・i岬Ll・g只i・・iys’．賦別に・．ラ砂ア語に関するシリーズ．

　　　No・9．　Ig69　vl＋1　10Pp．1　・．．il　map．（5　、　がある。「それはまだ次の三冊にすぎない1

　　』三盛蝶｝・・．，「n．．．．．N・，・5、．ρ・P・！1，　A・，玲・ke・，　G・J・　＆．Sc一　・

No・．L22．　．L，　4y」cock，／　P・C・，’R：，G・　Lloyd　＆　，，　．　lhutz，．’．gi．」；　P4pers　ip，／Linguistlcs’　o．f

　　　P；　，Stqalen－PaPets，　in，’New・　Guipea　”　．　’．　Mgline＄ia　N61　i　t968　iii＋52ppi　（C4L

　　　LI耳・・i・ti．9・N・・．一・．iQ　i’969．・＋84P・・．一1　．，．・・ll、のs・16m・n‘Mlt・・ch・i・eu1の

　　　　（．3人の論蝶！一、．．．．∫．’．t：言語・？・rk・・のN・wH・b4d…の
N6　・・「 D23・Bgn4，．G・，、　R・Bunp．＆Others一　　．．．．　tt　1奈mbr頭．島南東め言語，　Schut年の．

．． H・pers’・NeW．　Gg’…．L’・gY’・・’9・tt．’．、N・w．　H・b・’d・・およびF’」’の講こ・

　　　N…11・・97Q．．＿一．．．．tt．．．．　．関守1う．．4論蝶）

．N，・・25　V…hg・v・・．・C・P，・、K・A二M・EI一、・N・・1　2・．・C・p・11…A・・．Ch・w・i・g・．A・p・．＆

，，

C　，hanoh　＆　Othets．一Pqpers・in．　New一．　．，・’．’Wurm，　S．A．一Papers　ih　ILingui’stigs

　　　G・i・r・．Li・gμi・ti・・N・i．・2手97晦．．．．・f　M・1・n・・iq．i969・＋・・5・P・（c・pr11

　　　60PP・・「1　m・P（3．人め論文集〉・．一．．．．のS・1・Pa・4　Xktlこおけるhbrt－A…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．一．　28　一



　　ゆ・Si・・諸語Ch・w・i・gのN・w

　　Britain島におけるAustronesian諸

　・語，WurmのS610mon諸島のReef

　　および串anta　Cruz諸島の言語に関す

　　るもの，’すなわち3論文集）

．No．　35　Beaumont，　C．’ C　Trypn，　D．　T．　＆・．

　　：W．　urm，　S．A．一Papers’in　Lingtiistics

　　of　Melanesian，　No．　3　1972’　vii十113

　　PP・（Beag皿・ntのN・w　l・el・唄諸島

　　の諸言語，TryonのNew、H：ebrides

　　諸島の諸言語，Wum1のSolomon
　　諸島ReefおよびSanta　Cruz諸島の

　　言語に関するもの，すなわち．3論文

　　集）

　シリ」ズBはモノグラフで婦から，多、

種多様な調査研究の成果を含んでいる。そ

の中には諸言語の文法研究，音韻学の研究

などが多》・。その一つ一つを紹介する余裕

はないので，．ここでは私が関心をもった→

冊で中を例にあげて・解離て縮たい∴「

No．　26　・Mtihlhausler，　P．　“Pidginization

　　an（1．　Simplification　of　Language”ユ974

　　v十161pp．

　さきにハワイ、中学の　？A：LI－Oceanic

Linggistl『s　Special　Publications一の紹介¢）

さい，「ピジンおよびクレオー三三リビ

ブウガグラフねについてふれた。この

Mtihlh琶uslerの研究は＞eプア・ニューニギ

ニアやメラネシアにおいて，‘きわめて多く、

見られるピジン語などについて，．言語社会

学的な考察を行ったもので，世界各地のど

噛ジン語やクレオ「ル語との比較研究をも含

んでいる。’

　ピジン語やクレ太一ル語は伝統的な土着

語ではなく・，欧米人が植民地の原住民と接

触したさいぼ，双方の言語の中から簡単な’

表現方法をとりいれて，’ 褐ﾝのコミュニケ

ーションを可能にする三種の合成語であ

う・．著三三7・レホイスラーは1973～74年

にパプア・ニュ山ギニアでフ1イーヲレドワー

クを行ったので，主たる関心はそこめピジ．

ン英語にあったといえよう。．彼は世界めピ「

ジシ語，クレオ7ル語の成立と発展を7段

．階に分けて，ニュ・一ギニアのそれの中には，

そのee一一段階．（白人との初期接触による

’Pre－Pidgin　continuum段階），第三段階

（ごユー1ギニアのPolice　MotuなどPidgin

段階）；第四段階（初等教育，新聞，行政メ

「ディアに用いられるHighly　sophisticated

Pidgln騨）t／第加階（ハ・イのクY　）i一

■一一一 汲竰焜?[ギニ．アの一一一・・A部のピジンなど，

部族間，人種間の結婚から成立するInitial

．Crole段階）・に，それぞれ分類される多様

なピジン英語があるという。

　日本ではこの種の言語には無関心である

けれども，今後はPidginizationやSimpli一

派cation　of　languageは，最近の日本語に

あらわれている現象を研究するうえにも，

必要とな6てくるのではあるまいか。

　Paci・fic　Ling血isticsのシリーズGは単行

本．としての形態と内容をもつもので，その

内容は多種多様であるが，メラネジアの’言．

語などの辞書も18冊含まれている。しか

　し，その中にはNo・6のTryon，　D・T・．

Dehn・English　Dictionary’71967と，　No．7

の同じ編者の“English－Dehn　Dictionary”

1967のように，1言語の辞書が2冊に分か

れて刊行されているものもある。　　　　幽

　私1ま一例とレと凍の辞書を調べてみた。

No．　2　’frace，　G．W．　“Canala　Dictionary　’

　　．（NeW一　’Caledonia）”　1975　viii十128pp．

　Callalaというのは’New　Caiedonia本

島の東岸の地方名であって，部族の名称で

はない。レたがっL（，篇老も緒言の中で．

　「より適切にいえばn5a　xar5ciであり，

したがってX5r5ci人（pa　X5raci）の言

T29一
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．語である」といっ｝こいる。しかし，古くか

らフランズ人が1augue　de　Canalaと呼ん

でいたので，それに従っ』たものにほかなら

ない。辞書であるから内容紹介の必要はな

．いが，私はこのメラネシア語の中にポリネ

シア語の影響がある』ど考える。（端的な例

iv＊サツマイモが’：KumWara　・であること）

　　シリーズDは，　Specia1’Publications

〈Bulletins，　archival　mate士ials　and　other

・：Pqblicatiohs）で，　language　mapなども

ここ㌍含まれる・しかしこの塑一ズの

ものに関する紹介は省略する。

　オーズ、ト、ラリア国立大学のPacific　Lin一

、9U｝st1CSは・．ポリネシア語やミタロネシア

語た関する調査研究が少ない。それはやは’

　　ノ　り地理的に遠いからであろ．う。』しかし，た

．言え1か匹ズBのN・・17・tlcex・・K・ki，、

：H・“ s・・ih・t・an・Ph・P・1・gy”1970　i・＋

ユ19pp．があり，またシリーデCの中㊧最：

も部厚い次の論文集の中にはlMaori語会

話の特色を論Uたもの，’淑リネシア語とフ’

イジ語の文法に関する論文，．ト／ガ語の中・

・の英語の音韻学的影響を扱った論文など，

3篇を含んだNo，13　Wurm，．　S，A．＆

L4y…k・、D・C・綿羽ゐ∫“Pa・i厩i・g・is－

tib　Stgdies　in　Honqur　of　Arthur　Cape11”’

：1970viii十1292PP．．などがある。

　ま紅r勾ネシア謙関する論文とし

ては，・上記のシリーズC．No．13の中にカ

・ロILJ　Y諸島のρ・1・畷諏関するもOが

、含まれているのとジシリーズDのSpeρial

PublicationsのNo．7に，上記論文と同

じ著者Samuel　Hr　Elbartの“Three　le－

gends　of　Puluwat　and　a　bit　of　talk”　1971

viii十85yy・がある。その後Elbertは身リ

」ズCのNo・　24として，．、“Puluwat　Dic－

tionary”1972　ix＋401pp．を出している。

ミクロネシア語については専ら一人の学者

の「．つの島の言語研究に頼っているといえ．

る。

　オ、一ストラリア国立大学のPacific：Lin－

guisticsの出版物は，パプア・ニューギニ

アやメラネシア諸島の言語に，’蘭心をもつ

者にとっては他に類のない情報の宝庫とい

えよう。

5．おわりに

以上で非常tir急いだ坐職形でのミ「クr「

．ネシア語，メラネシア語，およびポリネシ

ア語に関する文献の紹介を終る。こんな形

になった理由の一つは，8月15日からオマ

アニアに行かなければならないため，落着

いて文献に目を通す余裕がなかったごと1ご

ある。この旅行ではオーストラリア国立大

．学にも，ハワイ大学にも立ち寄ってくる予

定なので，私として峠9月下句に帰国して

から執筆したかったが，原稿締切りを尊重

するためには止むを得ない『とであった。

　言語学については全く門外漢の私ではあ

るが，今後は南太平洋Q諸言語について勉

強してみたいと思？ている。

　　　　　　　　　（にしの・てるたろう）

し〆
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